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新任教授 ・栄誉者紹介
教 授就 任 ラ ッシ ュ,神 緑 会 会員11氏教授 に
神 戸 大 学4名 ア メ リカ,宮 崎,
千葉等他大学教授も多数
橋本氏地域医療に,沢 村氏ユニークな国際貢献
平成4年 中に神緑会会員11氏が教授 に就任 された.神 戸大学では第二外科学,整 形外科学,皮
膚科学で教授交代があ り,それぞれ,岡 田氏,水 野氏,市 橋氏が助教授か ら教授 に昇任 された.
いずれ も長い助教授歴 を有 され,今 後の着実な教室運営が期待 される.ま た,新 設の国際交流セ
ンター熱帯環境部門には,47年卒の松尾氏が就任 された.他 大学での教授就任は,米 国ア イオ ワ
大学の木村健教授の就任に代表 され る様に,宮 崎医科 」`%,=:,千葉大学医学部等のこれまで,全 く
基盤のなか った大学が含まれる.各 教授の努力の賜 とはiiえ,/.1後の希望の持 てる人事で,記 念
すべ き年であったと考えられる.援 助の得 られに くい厳 しい環境の中で就任の栄に浴 された点 は
誠に再ば しく,今後に続 く人達の出現が待たれる.更 に,兵 庫医科大学,川 崎医科ノk学,高知医
科大学で も小数の応援 の厳 しい環境なが ら教授 に就任 された.ま た,県 、ン1姫路短期 ノごン:にfr田氏
が教授就任 されたがたゆまない研究者 と しての取 り組みに敬意 を表 したい.
栄誉者と しては地域医療 に貢献 された橋 本氏,ベ トナムとの交流で 全国規模の注 日を集めた沢
村氏の受賞があ った.別 に,各 地域の医師会会長就任 も多 く聞かれ,本 稿では例年省略 している
が,日 本全国に またが る神緑会会員諸氏のご活躍が期待で きる.各 会員の就任の抱負 と経歴を掲
載 し,会 員諸氏 にご紹 介す るとともに,今 後の益々のご活躍 を期待 します.
アイオワ大学
木村 健教授誕生を祝う
ア イオワ大学医学部小ラ氾、外科学講座
木 村 健
木村 健 先生 は,昭 和38
年 神戸 ノtIf:医f!}∫部 第:外
科 に 入局 され,永 い 問,
兵 庫県 ウ:こど も病 院外 科
で 活躍 された こ とは皆 様
ご存知 の通 りです.
昭和62年に ア メリカ,
ニ ュー ヨー ク に 移 住 さ
れ,平 成元年にはアイオワ大学医学部外科準教授 に抜
擢 され ました.そ して前川貢作先生 ω1{和54年一卒,現
高槻病 院小児外科)や 家永徹L先 生(昭 和56年卒,現
高槻病 院小児外科)等 々,多 くの後輩の留学の研究指
導 にあたられ,ア イオワ大学モデル 「遊離腸管」等の
素晴 らしい研究成果を上げられました.遊離腸管 とは,
り ぎ ぎ
日本の接木の原理 を利用 した移植法で,従 来不n]能と
考えられてきた腸移植 を可能に した画期的な手術法で
す.
木村先生は,今 迄,胆 道閉鎖,ヒ ルシュスプルング
病,気 管狭窄等の小児外科領域で,新 しいSri想,治療
へ の応川などで注 目を浴びて きました.そ の裏には絶
ゆ まぬ努力とあ くなき闘志は勿論のこと,優 れた語学
力,外 科医と しての腕があ ったことは 当然です.し か
し途中か らアメリカへ移住 されたハンデ ィはとてつ も
な く大きく,ア メリカでの臨床ならびに研究生活が ど
れほど厳 しく,困難 なものであ ったかについては想像
を絶す る程であったと思われ ます.
アメリカで五指に ヒる大きな大学において,僅 か5
年間で臨床医学の教授 に選ばれたことは外国人 として
は全 く1例 のことで,他 科の準教授から 「どうしてそ
んなにti　一く?」 と問いー¥わせがあった程です.
'ド成4年3月 ,口 本へ帰 られた機会に,神 緑 会後援
で神戸大学医学部において,第 二外科岡田ハ義教授の
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司 会 に よ って,「遊 離 腸 管,ア イオ ワモデ ル」 の講 演
を して いた だ き,小 児外 科 とい うフ ィー ル ドで医学 に
か けた,つ きせ ぬ夢 とロマ ンを語 って いた だ き,学 生,
医 員,神 緑 会 会員 ・i百L深い感 銘 を受 け ま した.医 学
部教授 会 にお いて も挨拶 して いた だ き,nt-.教授 よ り万
雷 の拍 手 を受 け ま した.
六 三 会 に よる教 授 就 任 祝 賀 会 は同7日CD,pm.6二
〇〇～8:00神 戸 オ リエ ン タル ホテ ル,オ ー クル ーム
にお いて27人の 同窓生 の 出席 を得 て,盛 大 に開催 され
ま した.木 村 教授 の昔 と変 らぬユ ーモ ア とウ ィ ッ トに
富 ん だお話 は,ア メリカでの 大学 生活 か ら文 化 の違 い
に まで 及び,・ 同楽 し く歓談 い た しま した.そ して同
級 生 ・同,先 生 が困 難 なハ ー ドル を乗 り越 え られ た こ
とを祝福 い た しま した.二 次 会,三 次 会で も楽 しい交
流 は続 き,先 生 の 更 なる発展 と成功 を祈 りま した.
今 ま さに春,ア イオ ワの5月 は 大地 一'lh1花と緑 に 覆
いつ くされ,自 然 の美 と豊饒 に恵 まれ,今 日 も木村 教
授 は 臨 床 と研 究 に明 け暮 れ て お られ る こ と と思 い ま
す.同 級 生 の みで な く,神 緑 会会 員の 皆様 と共 に木村
教授 の 成功 を祝福 したい と思 い ます.
な お,ア メ リカ,ア イオ ワへ お 来 しの節 には,会 員
の 皆 様,是 非 お 寄 り ドさい との 木村 教 授 か らの メ ッ
セ ー ジで す.
KenKimura,MD
DepartmentofSurgery
TheuniversityofIOwa
CollegeofMedicine
IowaCity,IA5222,t1Sn
TEL319-356-1881
(文責 伊東 宏)
神戸大学第二外科教授に就任 して
神戸大学医学部第 二外科学講座
岡 田 昌 義
この度,伝 統ある神戸
大学医学部第二外科学教
室 を担当す ることにな り
ま した.誠 に光栄に存 じ
ます とともに,そ の責任
の 量E、kさを感 じている次
第であ ります.
私は本学を昭和36年に
卒業 し,1年 間の インターンの後第二外科の大学院に
人学致 しました.当 時は石川ur.衛教授のご指導の もと
に臨床面では 一般外科の研修を,研 究面では心臓外科
の うち,と くに冠動脈外科の研究に従事 しました.そ
の後昭和41年以降1よ麻田榮教授,ひ き続 き昭和54年10
月以降は中村和 夫教授のご指導の もとに'i三として心臓
f(且L管外科 を中心 とした研究 と臨床に従事することがで
きました。 また,こ の間2年 間にわた り,ド イツのハ
イデ ルベ ルク大学の外 科学教 室(F.Linder教授)に
ドイツ政府の留学生(DAADHumboldt)として心臓
ita管外科の研錨 を行 う機会を得 ました.
これか らは長年 にF7り築 きあげ られ ました教室の良
き伝統 は守 りなが ら,時 代に即 した新 しい教室づ くり
に専念 したいと考 えてお ります.
大学の使命 は何 といって も教育,研 究,診 療の三本
柱が 重要であ ります.や や もす るとこれ らのバランス
はす ぐに崩れようとしてお りますが,私 は大学の外科
学教室 として本来あるべ き体 制を十分に認識 して,こ
の三本柱 をバランスよ く維持す るよう鋭意努力す る所
存 であ ります.
1)教育について
第二外科はこの名の通 り,外 科学全般 を取 り扱 って
お ります.す なわち,心 臓血管外科 を中心 に呼吸器外
科,小 児外科,食 道外科 を含む消化器外科全般 を口常
の診療 としてお ります.したが って当然の ことなが ら,
学生への講義や実習 も外科学全般 を教育することにな
り,そ の ように実施 してお ります.ま た,卒 後教育 に
おいて もこれら外科学全般 を網羅 してお り,・ 般外科
の基本的な トレーニ ングは研修期間の間にかな りのと
ころまでマ スターで きるように指導 してお ります.こ
の トレーニ ングは卒 後2～3年 目が 重要 な期 間で あ
り,と くに実地臨床面での手術手技の基本を体験 させ
ることが最 も重要な要素と考えてお ります.さ らに,
学部学生や卒後教育においては患 者救命が最 大の日標
であることを自覚 させなが ら,の びのびと勉強がで き
るような良き環境 を作 り ヒげたいと考えてお ります.
2)研究面について
従来か らの研究はその まま継続 しなが ら,時 代に即
した斬新な研究を目指 してお り,す でに各方面での研
究がス ター トしてお ります.2U睡紀 を間近にひかえた
昨今,来 世紀 に人って も国内はもとよ り国際的にも十
分通 じるような医学的研究 を積極的 に促進 し,そ の成
果をその まま人獄の 平和 と幸福につ ながる有益な最先
端医療 として還兀で きるように したいと考えてお りま
す.ま た,昨 今話題となってお ります心臓移植,肺 移
植などの臓器移植の面において も現時点での課題 を十
分に考慮 しなが ら,実 現 に向け,さ らに積極的に取 り
組んでい きたいと考 えてお ります.
3)診療体制について
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教室で は現在診療体制を以下の3グ ループにわけて
広範囲な診療 を実施 しています.す なわち,i)心 臓
血管外科 グループ,ii)呼吸器外科 グループ,iii)小
児外科 を含 む消化器外科 グループなどであ ります.ス
タ ッフ,医 員,大 学院生,研 修医は各グループに所属
し,4ヵ 月毎 に各 グループをローテーシ ョンして1年
間で 一巡 し,各 分野の診療 を均等 に受 けもち臨床経験
を積み重ねるという合理的な体制 をとってい ます.各
グループには専 門のスタッフが配属 されてお り,具体
的な症例検討 を通 じて生 きた臨床の勉強がで きるシス
テムになってお ります.
4)諸 外国 との交流について
日本の医学 レベルは近年非常な勢いで向上 して参 り
ましたが,基 礎的並 びに臨床的研究面あるいは医療制
度 などで学ぶべ き点が まだ残 されているように思 いま
す.
目下,当 教室 よ り3名が海外留学 中であ りますが,
今後 もさらに1人 でも多 くの若い外科医が とくに欧米
諸国 を中心 とした第一一・線の病院で適宜勉強がで きるよ
うなシステムを維持 してい きたい と考えてお ります.
以上の ごとく,幅 広 く大 きな抱負 をもってお ります
が,こ れ らの基本的な姿勢はいずれ も人材の育成 につ
ながる ものであ り,最 も重要 な課題 と考えてお り,こ
れに努力 をつ くす所存であ ります.
以下 に略歴 を呈示 します.
〈略 歴〉
昭和36年3月
昭和37年5月
昭和41年3月
昭和41年7月
昭和41年～43年
昭和53年9月
昭和57年1月
平成5年2月
神戸医科大学卒業
医師国家試験合格
神戸医科大学大学院医学研究科(第
二外科)修 丁,医学博士の学位授与
同助手(第二外科)
ハイデルベルク大学外科学教室に国
費留学,心臓血管外科を研鐙
神戸大学医学部講師(第二外科)
同助教授
同教授 現在に至る
就任 に際 して
神戸大学医学部皮膚科学講座
市 橋 正 光
念の年 とも重 なり,感 慨深い ものがあ りま した.
を育てて くれた教室 を担当することの喜びと同時に今
は責任の重 さを痛感 してお ります.
振 り返 ります と,神戸医科大学 を昭和39年に卒業 し,
母校の病院で1年 のインター ンを経て,同40年に佐野
先生主宰の皮膚科学教室に入 り,無我夢中で1年 間皮
膚科学の臨床 を諸先叢から教 わ りました.2年目よ り,
学生時代 から興味 を抱いていた生理学第一講座 の大学
院に進み,岡 本彰祐教授の御指導の下,プ ラス ミンの
アレルギー発症における役割に興味を持 ち,数 年間研
究を行いました.こ の間,岡 本先生よ り臨床医学にお
ける基礎研究の重要 さばか りではな く,臨床研究の進
め方 をじっくりと学ぶことが出来 ました.
皮膚科学教室に復帰後は,佐 野先生の御専門の膠原
病領域の進行性強皮症の臨床研究をお手伝い し,研 究
も軌道に乗 りつつあった頃佐野先生が,私 のよ り一層
の発展のために,当 時皮膚科学では全 く新 しい分野で
あった光の皮膚への影響 を研究する機会 を与えて くだ
さい ました.そ れは,昭 和47年か ら2年 にわたるロン
ドン大学皮膚科学研究所への留学で,そ の研究は,私
が今 も続けている 「紫外線 と皮膚の病態」 に関す る基
礎 となってい ます.ま た留学中に,そ れ まで全 く知 ら
なかった光線過敏症の珍 しい症例 を診 ることが出来,
現在 も私の貴重 な臨床経験 と して役立 ってい ます.
ヨーロ ッパの生活 リズムは 日本の働 き過 ぎ社会とは違
い,ゆ っくりとした楽 しい もので した し,多 くの友人
とも巡 り合 うことがで きました.
帰国後,本 学基礎放射線医学の藤原美定教授の御指
導を得 て,色 素性乾皮症など遺伝的に紫外線高発癌性
の患者由来細胞 を用い,基 礎的研究 を続 けてお りまし
た.Illl和50年秋には三嶋豊教授 を迎 え,外 来 ・入院の
患者 も結合織か ら色素細胞関連の病気を主体 と した も
のへ と変 っていったのです.
咋平 成4年8月16日
に,三 嶋豊教授の後任 と
して皮膚科学講座を担当
することにな り,早 くも
9ケ月が過 ぎま した.昨
年は初代佐野栄春教授が
皮膚科学講座 を開講 され
てよ り30周年 を迎 える記
自分
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三嶋先生は20才代の若い頃,皮 膚科学 における真の
研究のあ り方 を求めて米国に渡 られ,10年間 日夜研究
に没頭 し,そ の間に国際的にも高い評価 を得た数々の
論文を発表 された方で,神 戸大学の教授に迎えたとき
には既に素晴 らしい皮膚科学者で した.私 共教室 員に
は国際的視野で客観的 に学問のあ り方,研 究の進め方
を助言 して くださ り,私 が国際的に も活躍で きるよう
に道 を拓 いて下 さいま した.
三嶋先生 を中心 として,15年間以上 にわた り私共が
展開 してきた悪性黒色腫 の熱中性子補足療法は,肚 界
に先駆 けて放射線 の単回照射で黒色腫患 者治療ができ
ることを示 した価値ある臨床医の研究成 果だ と思われ
ます.又,同 時に本研究 を通 じて放射線医学者や皮膚
科学分野 とは全 く無縁である原子炉物理学者,化 学者
と交流で きたことは,私 の学問的ならびに人間 として
の幅 を広げるために良い機 会とな りました.
さて,毎 年若い医師が多数入局 し,現 在教室員の数
も30人前後 と多 く,1人1人 を完全に掌握 し,適 切な
指導 を行 うには大変な努力がい ります.し か し,若者
は全員が素晴 らしい潜在能力 を有 していますか ら,私
の仕事は彼 らの能力を引出 し展開させ ることだと考え
てお ります,
私 は,近 年皮膚癌患者を診察す る機会が多 く,従 っ
て 「紫外線発癌」の基礎研究 を臨床研究 と関連させ る
方向で押 し進めていますが,特 に,免 疫機構 が正常 に
働 くうちは発癌に至 らないのではないか との考 えに立
ち,紫 外線発癌 と免疫の負の相関 を明 らか にす ること
を今後の重要 な研究課題の一つ としてい ます.又,日
本人の紫外線発癌の実態調査 を して,太 陽紫外線によ
る皮膚発癌 の発生率 を明らかに し,予 防に役立てたい
とも考えています.他 方,若 い人達の多様な学問的興
味 を育てるため,ア トピー性皮膚炎を始め従来は教室
の主要テーマではなかったア レルギー性疾患 に対 して
も,臨 床並 びに基礎研究が重 要であ るとの認識で土台
作 りを開始 いた しました.
臨床医学 を志す医師の務めは,言 うまで もなく病め
る人を救 うことです.従 って,学 生および教室員の教
育の第 一は,患 者の心 を理解で きる人間性豊かな医師
を育て ることです.第 二に最新 の皮膚科学の臨床 を学
び,習 得させることと考えられ ます.学 生に対 しては
今 まで以上 に臨床皮膚科学か ら基礎医学への問題提起
など,皮 膚科学の学問 としての素晴 らしさ,楽 しさ,
お もしろさ,さ らに21世紀 における皮廟科学の重要さ
を理解 して もらい,毎 年10人前後は教室に迎えたい も
のだと思 ってお ります.
若い教室員には,医 師は生涯が 自己鍛練であ り,新
しい知識 を積極的に習得 しなければならないことを強
調 してお ります.し か し,単 に現存の知識のみを駆使
す る臨床医ではな く,日 常診療で疑問を抱 き,そ れを
解決 したい と望む学問的情熱のある臨床医に育 って欲
しい と願 ってい ます.
佐野先生 と三嶋先生が2代 にわた って築いてこられ
た教室 を,国 際都市神戸に相応 しい,世 界に誇れる皮
膚科学教室 にしていけた らと,高 く望み を持 ってい ま
す.
最後にな りましたが,私 をこれ まで育て,支 援 して
頂 いた恩師,先 輩,同 僚並 びに教室 と関連病院のかた
がたに改めて御礼申 し上げます と共に,今 後 も今 まで
以上の御支援 と御指導 を賜 ります ようお願い申 し上げ
ます.
〈略 歴 〉
昭和39年3月
昭和39年4月
昭和40年4月
昭和45年3月
昭和45年4月
昭和45年7月
昭和47年8月
昭和50年10月
昭和55年1月
平成4年8月
兵庫県立神戸医科大学医学部医学科
卒業
神戸医科大学医学部附属病院におい
て実地修練
神戸医科大学副手(昭 和41年3月31
日まで)
神戸大学 大学院医学研究科修了
神戸大学医学部副手
神戸大学医学部助手
TheInstituteofDermatology,Lon-
donUniversityにお いて1三に色 素
性乾皮症その他光線過敏症 のDNA
修復 に関す る研 究留 学,身 分はRe-
searchFellow(昭和49年8月26日
まで)
神戸大学医学部附属病院講 師昇任
神戸大学医学部助教授昇任
神戸大学医学部教授就任
就任 にあたって
神戸大学医学部整形外科学講座
水 野 耕 作
昭和37年3月に神戸医
科大学 を卒業 し,1年 間
のインター ンを経て昭和
38年に初代柏木大治教授
の神戸 大学整形外科学教
室に入局いた しました.
当時 はほ とん どの入局員
がそうで したが,臨 床医
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学 の修練 と基礎 研究 を並行 して行 ってお りま したの
で,、k学教室 と関連病院をよく往復 しました.当 時 日
本では非常に多い疾患である先天性股関節脱臼の成因
の研究 とい うテーマで学位 をいただきました.Iil{和43
年か ら45年まで ワシントン州立 大学そ してバージニア
医科 大学へ留学 しました.そ こで骨代謝学 を学び,帰
国後,骨 折治癒過程や'胃'粗糧症における骨代謝の関'」・
をテーマ と して研究 して参 りました.整 形外科は比較
的若い科 目であ りましたので,関 連病院の数 も多 く医
師の需 要 も高いことか ら,大 学で研究のみ をす ること
はほ とんど不可能で した.そ のため帰国後 も関連病 院
の医長を勤めなが ら時間を作っては大学研究室へ通い
ました.昭和48年1月に神戸大学医学部整形外科助手,
52年講師そ して57年助教授 を経て平成4年10月16日に
教授に就任いた しました.大 学教官 となって担当 して
きたi=.なテーマは,す でにのべ ました研究 とともに,
臨床ではで きるだけ広い範囲 を網羅することに努め ま
したが,な かで も肩関節疾患,難 治性骨折や外傷性疾
患の治療法,代 謝性骨疾患や腫瘍聖ll疾患,さ らに足部
疾患な どを担当 しま した.大 学病院では疾患 領域 を広
く担当 しその うえで分担 領域 を深 く研究 しなければな
らない と考 えてお ります.そ のなかにこそ特徴が芽生
える もの と確信 してお ります.は じめか ら専門領域 を
特定 して他の ものを排他 するこ とは己の専門領域の知
識を狭め過 ちを犯す危険性が高いように思われてな り
ません.
個 人的な最近の研究 に関 しては,こ れ までの研究 を
継続 してお りますが,特 に骨折の際に骨折部に生 じる
ll旺腫 に骨形成能があ ることを見いだ し,こ のなかに含
まれている骨 形成因子の発見に夢 中に なって お りま
す.
しか し.当 教室で は以前よ り継続 している臨床的な
らびにJI:,.,礎的研究の たきな流れがあ ります.リ ウマチ
疾患 の原因解iリ1と治療法の開発に関す る免疫学 的研
究、翻織培養による骨系細胞の研究,股 関節や膝関1!11
疾患(ハ研究な どを継 承するとともに,ス ポーツ外傷に
おけるni.(.;Si4)捌'究,骨ならびに軟部腫瘍 における
患肢温存 〔臼小1法σ)研究,ボダ椎 ・脊髄疾患の組織学 的研
究 など若 手スタ ズノによる臨床 とその関連基礎研究 を
育てて行 きたいと ぢ 一(おります.
…方,、k学を研究機描 ヒしてのみにとらわれず,地
域医療 に対する責任 を認識L難 りi埼に取 りJI.むとともに
地域医療 に貢献 される医療閏係者と交流を深め,一 致
協力 して高度化 し続ける現 代医療 をともに実践 しレベ
ルア ップ したい もの と念願L、てお ります.
さらに,ス ポーツの普及ととも1'`ひ垣 「匙拳:mく)な障害
が増加 してお りますので,そ のr'hh上二li霞り 川1こも協
力 しなければな りません.幸 い兵庫県には神戸製鋼 ラ
グビー部 とい う日本 ・の スポーツテ ィームがあ りま
す.教 室がそのテ ィーム ドクターの役割 を果た してお
りますが,病 院内のみ にとらわれずスポーツにかける
有名選手の真の姿に接することがで きるとともに大学
教室が社会へ貢献で きる ・つの道ではないか と積極的
な姿勢をとっています.
学会の開催 にはいろいろ と異論があると思います,
しか し,iモ宰 してはじめてほん とうに学会の意義や方
向づ けを理解で き,多 くの有益なことが分か ります.
しか し,望 んでできることではあ りません.こ れ まで
にわた しが会長 を務めた学会は,第8回 整形外科基礎
研究会(昭 和55年,現:日 本整形外科学会基礎学術集
会),第18回日本肩関節学 会1平 成3年)で す.平 成
6年9月 末には第4回 国際骨折 会議(学 会)を 神戸国
際会議場で開催 します.よ ろ しくご協力 をお願いいた
します.
教授 に就任 して
神戸大学医学部附属医学研究国際交流センター
松 尾 雅 文
私は平成4年8月4日
付 をもちまして医学部附
属医学研究国際交流セ ン
ターに新たに設置 された
研究分野である熱帯環境
衛生(国 際保健医学)の
教授 に就任 し,今後 イン
ドネシアをはじめ とする
東南アジアの関係諸国 との医学研究分野での交流の促
進をはかる任務をもつ ことにな りました.発 展途 ヒ国
の小児保健 事情 は我が国 とは雲泥の差があV),我が国
か らの知的 ・技術的援助 を必要としている部分は極め
て大です.私 が今 までに得 ま した小児科の知識 を活か
して,こ れ らの国 々の小児保健の向 ヒに尽 くしていき
たいと思 ってお ります.な かで も,医 学研究国際 交lii,
セ ンターの性格か ら,医 学研究者の養成が重要な任務
であ り,こ れまでの研究 を活か した分j孔遺伝学的な研
究 を通 じ,現 地の研究 者との交流 を推 し進めたい と
思 ってお ります.
私がこれ までお世話 になって まい りました小児科の
'1'-111松尾両名誉教授 また中村教授 をはじめ とする同
門の諸先生,あ るいは神緑 会の諸先生方にお教 え頂い
たことを,わ ずかで も相手国の研究者に伝授すること
一38一
神緑 会学術誌 第9巻1993年
がで きれば私の望外 とするところです.
今後とも神緑会会長の内藤先生をは じめ会員諸先生
方の皆様のご支援 をお願 いいた します.
〈略 歴〉
II召不li47ぞ1「3月
II;不li47イiこ7月
llf{不048{r4月
il召ラFH52{f三3月
llで{不li52向三4月
Ili不1154で1三5月
闘召ジFl157{冨三8月
Ili和63年1月
'ド成 元 年2月
'F成3年11月
平 成4年8月
神戸 大学医学部卒:業
神戸 大学医学部附属病院医員(研 修
医)
神戸 大学医学部医学研究科人学
(2年間神戸大学第二生化学西塚教
授のもとで生化学の研究に従事)
神戸 大学大学院医学研究科修 」'
米国ヴァージニア大学 リサーチ フェ
ロー
↓L肩〔り∴、/.こどもり丙1脆i勾イ斗1ケミ員
神戸大学医学剖～附属病院助手(小 児
科)
同一ヒ講師(小 児科)
神戸大学医学部講師(小 児科)
同上助教授(小 児科)
同上教授(国 際交流セ ンター)
1この間,平 成2年12月4日 よ り平成3年9月31日
まで,文 部省長期在外研究員として米国 スタンフ ォー
ド大学小児科 ・遺伝学フランケ教授の もとで分 ∫遺 伝
学の研究に従事)
就任 に際 して
川崎医科大学放射線医学講座
梶 原 康 正
川1崎医科大学方父射'線医
学教室の初代のi:it:教授
として,昭 和45年の開学
時 よりf卸活阯崔ドさい まし
た西下創 教 授(昭 和29
年鳥取大学米チ医科大学
御卒 業 ・元岡山大学放射
線医学教室助教授)の 後
任 と して,'ド成4年8月1日 付 を もち ま して,川lll奇医
科 大学 放射線 医学(診 断)の 教 室 を担 当 させ て いた だ
くこ とに な りま した.
II和51年4月よ り,そ の 頃,川 崎医 科 大学 放射 誇翼医
学(治 療10)教 授 をされて い ま した 木村 修治 先生 にお
誘 い をい ただ き,西 ド創 ・教授 の ドで,放 射線 診 断 の
助教 授 と して,働 かせ てい ただ くこ とにな り,倉 敷 に
うつ り住 む よ うに な って16年間 が た って し まい ま し
た.
昭和40年4月に神戸医科大学放射線医学二教室に入局
させていただ き,昭 和51年3月までのll年間放射線科
で勉強 をさせていただ きま したが,その間,舞チ病院,
兵庫県がんセ ンター病院,国 ウ:明石病院,県 立淡路病
院な ど,関 連病院への出向 も多 く,数 多 くの神緑会の
先輩の先/f:方に御指導いただ き,多 くのことをお教 え
いただきました.
その頃の臨床経験がその後の実地診療の大きな支 え
にな り,学 生達の教育に も大変役立って くれ ました.
本当にあ りがとうございました.
川崎医科大学放射線医学教室 は,診 断部門,治 療部
門,核 医学部門にわかれてお り,そ れぞれ別の実験室
をもってい ますが,/.体としては,・ つの放射線科と
して,お 圧いに助け合いなが ら,な かよ くやってい ま
す.特 に放射線医学(治 療)に は,昭 和43年神戸大学
卒業で,同 じく神戸大学放射線医学教室出身の今城吉
成 先生が,'E'成5年4月より教授 と して頑張 って くれ
ることになり頼 もしいか ぎりです.
放射線科に入局 して くれる医師の数が少ないことが
悩みの種です.こ れは地方の私立医科 大学 の共通の悩
みの ようで,川 崎医大で は卒 業生120人の内,附 属病
院で 卒後研修 に残るのは30人程度 と寂 しい限 りです.
放射線 医学(診 断)に はこの16年間に10名余 りの卒 業
生が人局 して くれま したが,開 業 した り,出 身地の病
院に帰 ったりで,現 在は大学院生3名 を含めて7名 で
こじん まりと頑張っています.今 春の卒業生が2名,
人局 して くれることにな り,楽 しみに してお ります.
川崎医科大学の学生には,神 緑 会の諸先輩の御子息
た ちも多 くお られ ますので,神 戸大学放射線医学教室
ほどとはいかない まで も,毎 年何 人かの人局希望者が
あ ることを期待 してお ります.
河野教授 にもお願い してお りますが,神 戸大学放射
線医学教室か らの戦力 もお貸 しいただいて,な んとか
、ン:派な教室 を作っていけるように頑張 りたい と思 って
お ります.
よろ しくご協力下 さい ます ようお願い 申 し上げ ま
す.
〈略 歴 〉
Il召和39年3月
li召不1140イF4月
H召不li42でi三4月
昭和43年4月
昭和45年4月
IliX1146`1=4月
神戸医科大学卒業
同 放射線医学教室人局
兵庫県がんセンター附属病院放射線
科医師
国、ン:明石病院放射線科医師
神戸大学医学部ilf寸属病院助手 倣 射
線科)
兵庫県立淡路病院放射線科医長
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昭和49年4月
昭和51年4月
昭和52年4月
平成4年8月
平成4年9月
就任挨拶
神戸大学医学部附属病院講師(放射
線科)
川崎医科大学助教授(放射線医学 ・
診断)
川崎医療短期大学教授(放射線技術
科)併任 現在に至る
川崎医科大学教授(放射線医学 ・診
断)現 在に至る
川崎医科大学放射線医学主任教授
現在に至る
宮崎医科大学生理学第一講座
河 南 洋
授)に 入学致 しました.
で麻酔学教室(岩 井誠三教授)で も一時期勉強 させ て
いただ きました.昭 和48年大学院修了後神戸の地 を離
れ,約20年余 り,い ずれ も新設医科大学で性格 も大変
似か よっています自治医科大学 と産業医科大学で教育
と研究 に従事 して参 りま した.丹 波篠山育 ちの田舎者
にとり,栃 木県 と福岡県いずれ も全 く未知の土地で,
しか も母校か ら遠 く離れた土地ですので,や は り色 々
とまどうこともあ りました.し か し,多数の方 々のお
力添えで幸い充実 した研究生活を送ることが出来 まし
たことを今あ らためて感謝致 しています.
宮崎医科大学 も新設医科大学であ り昭和49年(1974
年)に 開設され,来 年は開学20周年 を迎 えます.宮 崎
はかつては観光地 と して栄 え,大 変温暖の地であ り空
気が美 しく,ま た大学の周 囲には青々と した樹々が
繁 ってお り,素 晴 らしい環境 に恵 まれてい ます.プ ロ
野球の巨人キ ャンプでも有名な青島は大学から車で10
分 くらいです.全 国の他大学同様,今 宮崎医科大学 も
一般教育 を含めたカ リキュラムの全面的改変,さ らに
医学部教官に対する自己評価,自 己点検な ど変革の波
がお しよせ,厳 しい環境下にあ ります.宮 崎医科大学
の特色 としては平成2年 度よ り施行 されています入試
平成4年8月1日 から
宮崎医科大学生理学第一一
講 座 を担 当 して お りま
す.私 は最後の神戸医科
大学 を昭和42年に卒 業
し,1年 間の臨床実地修
練の後,神 戸大学医学部
生理系大学院(須 田勇教
その後,主 科 目分担 という形
制度が挙げ られます.こ れは分離 ・分割方式のうち前
期 日程 に関 して,偏 差値のみに依存す るのでな く,良
き医師と して求め られる 「知 ・徳 ・体」を備えた学生
を集めるように改善されたのであ ります.そ の方式 と
しては大学入試セ ンター試験の 「数学 ・理科」の合計
得点や 「国語 ・社会 ・外国語」の合計得点の高い者(約
20名),「小論文」さらに 「高等学校時代での学習成績,
教科外活動状況,生 徒会活動状況,取 得資格 ・免許等
の全活動状況」に関する調査票に基づ く採点の高い者
(約30名)を選抜する というものであ ります。 まだ施
行 されて3年 と新 しい ものでその評価はまだ定かでは
あ りませ んが,少 な くともこれまでの時点では高い評
価 が与えられている様であ ります.
研究に関 しては,こ れ まで生体防衛調節系 としての
自律神経 系 と内分泌系が如何 に脳 で統御 されて いる
か,特 に 「体液 ・循環系」調節における視床下部での
両調節系の相関について研究 を行ってまい りました.
最近は もう一つの重要な生体防衛系であ ります免疫系
も脳 に よって調節 されているこ とが次第 に明 らかに
なって まい りま した."病は気 から"と いう言葉があ
りますが,ヒ トは今後種 々のス トレッサーに さらされ
た環境下での生活 を余儀な くされ,そ の結果 ス トレス
反応 を呈す ることが予想 されます.そ こで脳内でこれ
ら神経 ・内分泌 ・免疫系が如何 に統合 され,情 動 ス ト
レス反応発現 に係 わっているかについての研究を行っ
てゆきたいと思い ます.心 がはた して身体を制御出来
るか,ま たこれら3大 防衛調節系に共通の動作原理が
あるか とい った魅力ある研究分野 と考えられ ます.
一方,教育 に関 して,近 年微細 レベルでの 目覚 しい
研究 によ り,生理学に関連 した情 報量 も加速度的に増
加 し,限 られた時間枠内で学部学生は何 をどこまで学
ぶべ きか,そ のガイ ドラインの作成が重要 な課題 と考
え られ ます.ま た医学 ・医療の基礎 となる生理学,特
に脳科学の面 白さを知 り,研究に対する強い興味 とそ
れを遂行するための強い意欲を育 むように最大限の努
力を行 いたいと思い ます.今 後 とも宜 しくお願い申 し
上げ ます.
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我 がまま人生
兵庫県立姫路短期大学栄養学科
吉 田 宗 儀
は外来 ・入院共に患者が多 く,
手術に も大いなる戦力 として活用 された.神 医大卒の
先生 もおられた し,指導担当の先生には夜遅 くなると
梅 田ネオン街 に誘導 された ものである.入 局の勧 誘ま
で頂いたが,ど の科 も未練あることが迷い となつてさ
まよえる医士 として,結 局溝 口史郎先生の御指導で神
経組織学 をisに,同時 に馬場茂明先生による糖尿病 を
学ぶことになった.
臨床での病 態生理学 と解 剖で の形態学 を一緒 に背
負 っての重いスター トとなった.研 究 面では鈴木氏渡
銀染色法による中枢神経,と くに小脳発生 に取 りくん
だ.地 味で労力の多い作業 に明け くれ,鈍 者に も相当
こたえた.
たまたま岡田先生(外 科教授)と 共に ドイッ学術交
流奉仕会の留学資格 を得,私 はキール大学解剖学教室
に行 くことになった.神 経内分泌学 の権威Bargmann
教授の指導で 「交感神経細胞 と副交;惑神経細胞の内分
泌」 という題で一 日中ラ ットやハムスターの神経細胞
のGolgi装置に分泌穎粒 を求めてZeiss電子顕微鏡に
ぞっこん首 をつっこんだ.こ の時に徹底 して教 え込 ま
れたのが,で っかいガスボ ンベ を使 っての全身環流法
による組織固定法である.几 帳面 と緻密性 をモ ッ トー
とする当時のゲルマ ン気質にはあっけに取 られたが,
今思えば人生面で も参考になった.2年 前 に久方ぶ り
にキールを訪ねた時,あ の懐 しいZeiss嬢に再会 し,
nT尚息 も絶えだえ働 いているのをみて感激 した.・ 時
健康 を害 して解剖学 を辞 し,神 戸海岸病院で糖尿病 を
専門と して歩むことになった.小 倉院長 と牧野先生の
ご好意 もあ って,再 び第2内 科 と第2解 剖で実験 的糖
尿病の仕事 をさせて頂 くことに した.し か し成人病セ
ンターに変ることになってか らは一段 ときび しい臨床
診療 と学会活動 が必要 とな った.こ の間は切瑳琢磨に
明け くれたが,高 度医療技術 と健康保険診療そ して高
短大教師た る者が神緑
会誌に名 を連 らねるのは
厚か ましいと思 いつつ.
卒業 と同時に将 来の方向
を定め るこ とな くイ ン
ター ンを大阪北野病院で
天津先生(耳 鼻科教授)
と…緒に開始 した.各 科
インターン生は病棟 や
齢化社会(患 者)の こ じつけ3Kに ついてはいろいろ
勉強させ てもらった.偶 然に臨床研究 も出来 る教育の
場 を県立姫路短大 に紹介 され,再 び西 に下 ることに
なった.本 校 は旧制姫路高等学校に端 を発 して姫路工
大附属短大 とな り分離 したが,再 度改組転換 による四
年制化のために工大 との合併が計画 され,数 年後には
「健康 と科学」 をテーマに挙げた学部が生 まれる.振
返 ってみ ると臨床 と基礎の間を道化師の如 くさまよっ
て きた医教師(徒)と いう感がする.こ れ も自分の我
が ままのせ いで,ご 理解ある恩師の方 々,先 叢そ して
友人に恵 まれたか らであろ う.こ れが何 よりの自分の
幸せであ り,ま た宝である.残 された期間は腰 を落ち
つけ頑張 りたい.
就任 にあた り
兵庫医科大学放射線医学講座
中 尾 宣 夫
兵庫医科大学放射線医
学講座は,昭 和48年度の
開講 以 来約20年にわ た
り,初 代高田博教授,2
代 目三浦貴士教授の もと
で発展 して きました.こ
の間,従 来のX線 診断 に
加 え,X線CTが 発明 さ
れ,放 射線医学の領域 に革命的な変革が もた らされた
ことは既に周知のことであ ります.さ らに超音波画像
診断 やデ ィジ タル画像に加 え,近 年 はMRI(磁気 共
鳴医学)の 開発など,各 種 の画像診断機器の発展 は目
覚 ましい ものがあ ります.他 方,臨 床 面では従来か ら
の診断,治 療,核 医学の3領 域 に加え,放 射線診断手
技 を治療へ と応用するInterventionalRadiology(IVR)
が第4の 領域 として展開す るな ど,放 射線医学の分野
は極めて多岐にわた り,且 つ高度な専門的知識 を要求
されるようにな りました.こ の様に氾濫する機器や検
査法のなかで,教 育の場では,物 質的な側面に流 され
ない患者本位の人間性 に立脚 した卒 前,卒 後の教育 を
行 うことが さらに重要 となると考えています.
診療面では,前 述の如 く多岐にわた り細分化 された
広範 な専門領域 を,人 的に限られた放射線科医のみで
総てをカバ ーすることは困難で,中 央放射線部門 を中
心 として各診療専門領域で関連各科 との より緊密な連
携 を進め,さ らに放射線技師や看護婦の協力 を得て,
各種の検査 ・診断 をよ り迅速且つ円滑に行 うような体
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制づ くりに取 りJI.みたいと思 います.
研究 面では,神 戸 大学 に在職 中は主 としてア イソ
トープ診断の研究 を行 って きましたが,そ の後,兵 庫
医 ノkでは各種の画像診断の診断精度の向.ヒのための研
究 やIVRの領域 の研究 を行 って きました.即 ち,前
者は脈管 造影 やX線CT・MRな どの画像診断の研 究
で,脈 管造影 とCTを 組合せたア ンギオCTやvolume
sca11による3次 元川像の研究 を率先 して行 って きま
した.ま たMR診 断 はi:.r後の.馨E要なテーマの ・つで,
MRス ペ ク トロ スコピーをは じめ,MRア ンギオによ
るlll1行動態や脈管構造の解析などの生理学的,解 剖学
的解析によって病態へ と迫 る画像的接 近が飛躍的に進
歩す ると考えられ ます.・方,後者のIVRの領域 では,
当教室が本邦で初めて癌に対す る動脈塞栓治療や消化
管 川lllLの緊急1hllL法などを本格11勺に1臨床応川 して きた
経緯 をふ まえ,こ れ をさらに継続,発 展させ る所 存で
す.本 領域では原発性肝癌 に対する肝動脈塞栓術 や1{云
移性肝癌 に対する体内埋込み式 カテーテル ・システム
による動注化学療法の研究や金属 ステン トの胆道系,
脈管系への応用等 々,今 後 ・層の発展が望 まれ ます.
放射線治療の領域では,当 教室が他 に先がけて行 って
きた食道癌や直腸癌に対す る膣内照射のイリ1究など,各
種の悪性腫瘍に対する放射線治療の研究を放射線生物
学 に立脚 し継続 させたい と思 ってい ます.
以一ヒの如 く,放 射線医学の領域は極めて広範,多 岐
にわた って展開 してい ます.
今後共,皆 様方の ・層の暖かい御支援 をよろ しくお
願 い します.
〈略 歴 〉
ll召不ll40イ1三3月率申∫匿flウく不斗人二学酪:業≡
昭 和40年4月 神1二fメ(学医 学部 村'属病 院 にて医 師実
地 修練1)rI1始り
昭 和41年3月11fj終r
lll{和41年4月 神 戸 大学 医学部 ・副手(放 射 線 学 医
学 講座)
昭 和45年12月 同 ・助 手
昭 和46年7月 大阪1窃多察病 院 ・医 員(放 射 線科)
昭 和48年8月 兵庫 医科 大学 ・講 師(放 射 線1矢三,1ζ:講
座)
昭 和54年11月 同 ・助 教授
昭 和56年6～9月li独 放射線 学 会 交換留 学 生 と し
て ドイツ留 学(llamburg,St,Georg
総 合病 院)
平 成5年1月1【 」 同 ・教授 現 在 に至 る
就任挨拶
高知医科大学放射線医学講座
吉 田 祥 二
'F成5年1月1611付で
高知1矢科大学放射線医デγ:
教室の教授に就任いた し
ました.
高知医大は私 にとって
全 くの新任校ではな く,
既に高知医 大の放射線医
学教室開設の昭和55年4
月か ら平 成2年6月 までの約]0年間,前 川教 授 の下 で
助教授 と して 赴任 してお りま した.家 庭 の事情 もあ り,
平成2年7月 神戸 大学 放射 線科 の 関連病 院 であ る 兵庫
県立 成 人病セ ン ター放 射線 科部 長 と して着 任 し,今 回
の異 動 まで の2年 間 半 を放 射線 科診 療 に従事 して お り
ま した.
振 り返 ってみ ます と,昭 和41年,当 時の 楢林和 之教
授 『iモ宰 の神戸 大学 の 放射線 医学 教 室 に 人局 し,既 に26
年 に な ります.最 初 の医局 生 活 】0年lll」に は,大 学院 生
活 の4年 間 とハ イデ ルベ ル グ 大学 放射 線科 核医 学部 門
留三,1ζ:の・!年間力{含まれ,誉亥1矢穿:領」或の1診甥ξとイ研ラとに力
を注 ぎ ま した.昭 和51年か らは 高知医 大の 関連 教育 病
院 の 高知県 立 中央病 院の放 射 線科 の 充実 を目的 に医 長
と して 着任 しました.
当li与,ボ'j矢Hり∴二、ン:iいリ、とリ丙11完に`よント亥i矢三,7:言参リ寮i没{蒲力ご牙・分・
で な く,他 の1由i像診断,特 にCT診 断 に熱 中 しま した.
II和53年7月 に全身 川CT装 置が 設il'走され ま した.当
ILy(7)CT装置 は 第2111:イ℃0)もの`..scanfi;=1..1も20不少と
長 く,slice厚も13mmで今か ら 考え ます と撮 影時 間や
空 間 分解能 の 面で隔 世の感 があ り ますが,当 時 この装
置で 得 られ た肺111L管と気 管 ・女丈管 支のCT像 は鮮 烈 な
印 象 を私 に!'J一え ま した.そ れか ら3年 後に は高知 医 大
に 当i痔最高級 の 鋤∫3111:イLのCT装置力^1L'tlX置され,り1糸売
いて 胸部CTに 関す る臨床研 究 を乎皇llみ重ね るこ とがで
き ま した.
最近 で は,CT装 置 もthintilice,targetimage機構,
更に は 三次 元 画 像構 成 に 最適 のSpiralscal1法とめ ま
ぐる し く進 歩 して きてお ります.CRを 川 い た断層 写
真 に始 ま り,高 精度CT,MRIと1胸 部 のjdij像診i判fは更
なる飛躍 が約 束 され てい ます.
これ らの 形態診 断 と並 び機 能的 診断法 と して の核 医
学 診断 につ いて も,腫 瘍診 断 を中心 に精 力rl勺に臨床研
究 を行 い ま した.
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・/1成2年7月か ら赴任 しま した兵庫 県1/.成人病 セ ン
ターでの2年 墜トのllllには.診 療 の 傍,木 村 修 治 名誉教
授 監 修の ド,人こ阪医 科 大学 放射'線科楢 林 勇教授(前 兵
庫 り1いン:成人病 セ ン ター放射 線 科部 長1と ・緒 に,成 人
病 セ ン ターの放射 線 科医 を中心 に雪こ臓 器0)悪'性腫瘍 を
対 象に した"MR1とCT診 断"全1/U巻(金 芳:堂)を編
集 した こ とが思 い出 に な り ま した.
/._/度,住 み慣 れ た 高 知 で の 生 活 が教 授 職 と して ス
ター トした訳 で,早2ヵ 月が経 ち ま した.前 任 の 前 田
知穂教 授(現 京 都IT・)=、ン:医科 大学 放射 線 科教授)が 育て
られ た ス タ ッフで教室 をlll二整備 し,教 育 ・診療 ・研 究
の'方釧・ひとりセに と りカ・カ・って お り ます.那 ζ射'糸泉1矢学:はi卸
承 知の よ うに,守 備 範囲 が非宍ケに広 い分野 です が,・≠
い 本学cは 各分野 に優 秀な ス タ ッフが お り,彼 等 の協
力の も と若い教室 員の診療 レベ ルの向 ヒと広 い高 知県
内で の関 連病 院 の充実,iに 過 疎 地 を多 くかか えた高
知県 の医療 の 充実 と,い ろ いろ と高知 県の 医療 の特 殊
'『生も要求 され ます.
研究 で は診 断 面で,各 種 画像診 断法 の 中で の 各臓 器,
疾 病 にお け る"最 適 の画像 診 断法 の確V.を 目指 し,
治療 面で は 集学:fl勺治療 法 の 中『(3の放射線 治療 法 の付二置
づ け を明確 にLた い と考えて お ります.前 川教授 が推
進 されて こられ た1)ACSにつ い て も引続 き進展 させ る
)')L・'です.
とにか く,日 々多忙 の 中,何 事に よ らず6'決断 と実
行"の 和 要性 を肖1認識 して いる/Ilこ の頃 です.尚,
高知 県内 に は神緑 会 の 先生が 十 数 人お られ ます が,今
後 は高 知県内 の先 生方 も含め,神 緑 会 の諸 先生 ノ∫には
お 田二話 にな る こ とが 多い こ と と存 じ ます.よ ろ しく御
指 導 ・御鞭 捷 の ほ どお願 いll1しiげます.
挨拶と抱負
r・葉 人こ,f:iケミ三'1:音1～1、"P欠番幾i髭llflj御」イi介ラ老一セ ン タ ー
清 野 進
.卒業後,神 大付属 病 院,県 しン:尼、lll奇病'1L,田附 興風 会北
野 病 院 な どで4年 間,臨 床 医 と して診 療 に従 事致 しま
した.昭和53年よ り京 都 大学 第2内 手:1・井村 裕 丸教授!j3巴
京 メく学 長)の も とで,糖 尿り丙を中心 と した内 分泌学 の
研 究 を開始 し,昭 和57年か ら1度米後 は,約10年 間,ミ
シガ ンメく学,カ リフ ォルニ ア 大学 サ ンフ ラ ンシ スコ校,
シカゴ 大学 で,糖 尿病,内 分泌 疾患 の 成 因や病 態 につ
いて,分 壬生物 学,分 」㌦遺 伝学 的 ア プ ローチ に よ り取
り組 んで きま した.そ の 間,イ ンス リン受 容 体遺伝 イ・
の構 造決定 や その 異常 によ る糖 尿病 を 阯界で 初め て 報
,i.し,ま た,種 々 の 糖輸 送担 体cDNAや 遺 伝 ∫・の ク
ロ ーニ ン グを行 い,糖 の細 胞膜 輸 送の 分 ∫機 構 につ い
て も研 究 を行')てき ま した.最 近,分jヨ矢学(MOIeqllar
Medicilk・)とい う分野 が急 速 に広 ま りつ つ あ り ます.
これ は,疾 病 の病 因,病 態 を分・1・生物 学,分 ∫・遺f云学
の 手法 を川い て,分i・レベ ル,遺 伝 一∫・レベ ルで解 明 し,
遺 伝 」'・il学の技 術 を応 川 した 治療 をめ ざそ う とい う,
極 め て新 しい 分野 です.同 時 に,臨 床 医学,基 礎医 学
の接 点 に位 概 し,ど ちらの分野 か ら も研 究 に参 加 で き
る とい う魅 力II勺な領域 で もあ ります.癌,糖 尿 病,高
1(ll.圧,動脈 硬 化,痴 呆症 な どいわ ゆ る成 人病 の領域 で
この 分/・医学0)必要'性が 益 々高 まる こ とが1'想 され ま
す.私 ど もの研 究室 で は,Lと して イン スリ ンの 分泌
や 作 川の 分 ∫・機 構 を分 ∫・生 物学 的 に1鮮析 し,我 が国 で
す で に500万人にの ぼ る とされて い る糖尿 病 を中心 に,
代 謝疾患 の病 因,病 態 を分チ レベ ル,遺 伝 ∫・レベ ルで
追 究 した い と 考えてお ります.御 承知 の よ うに,サf
エ ンスの進 歩 は,し っか り した/`的.経 済 的基 盤 に1+一
つ い てい る こ とはい うまで もあ りませ んが,自 由 に議
論 がで きる環境 が必 要です.今 後 は,神 緑 会 の諸 先輩,
同 僚,後 輩の ア ドバ イスを頂 き,医 学 の進 歩 に 少 しで
も多 く貢献 川 来 ま甲弓よ うに,・ 生懸 命 に 努 力をす る決
意 で お ります ので,皆 様の 御指 導,御 支援 をお願 い 申
し ヒ`デます と1司時 に,/J.v:生の ・入 と して,神 狗ミ会が
益 々発展 され ます よ うに,心 か らお祈 り申1-.iげます.
平成 元 年3月 に退官 さ
れた 萩原彌 四郎 教1受の後
任 と して,'1勺戊3年9月
1目付 で,シ カ ゴ大学 医
学 部 内分泌 学t:III～門準 教授
よ り・「・葉 大学,-lt学剖1高次
機 能 制御研 究 セ ン ター発
達 生理 分野教 」受に就 任 致
しま した。 大変 光栄 に存 じます と共に 責任 の 重 ノくさを
痛 感 して お ります.'私は,昭 和49年に神 戸 ノく学医 学 音ll
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藍綬褒章を受賞して
橋 本 章 男
このたび藍綬褒章受賞
の栄に浴 し誠に光栄の極
みであ ります.し か しそ
の反面,同 じ部門での仕
事で私 より以上の活躍 を
な さって い る 多 くの先
輩,同 輩をさしお きいた
だいたこ とに,い ささか
のため らい と面映ゆい思いで恐縮 してお ります.
私は昭和29年卒,・ 年間の インター ンを経て神戸医
科大学 第 ・内科 に入局,中 院,友 松両教授 の御指導を
うけ,昭 和36年よ り2年間三木市民病院の勤務を経 て
II;;和36年7月よ り生れ故郷の現在地で開 業,本 年で30
年にな ります.
この間,昭和45年よ り明石市医師会理事 として就任,
昨年3月 まで22年間執行部 として会員各位の御世話を
させ ていただ きました.ま たその間,昭 和55年よ り県
医師会執行部の ・員として現在副会長に選任 され現在
も頑張 っているところで ござい ます.
今 回の受賞 は多年 にわた り医師として診療に,ま た
医師会役員 として地域保健医療 に貢献 したとの理由で
いただいた ものであ りますが,私 としましては当然の
仕事 を しただけであ り,特 に医師会活動 とい うものは
発想 だけではなに もならず,そ れを実行に移す には,
多 くの志 を同 じくす る同志の絶 大な協力あってこそ成
しうる ものであ り,私個人だけでは実 を結ぶことは不
可能で,そ うい った意味か らも私達同志みんなにいた
だいた褒章である と認識 してお ります.ま たこの褒章
とい うものは勲位 とは異な りこれからもよ り以 ヒ善行
に励 め とい う励 ま しの賞 であ る と聞いてお りますの
で,、≠いに私の父親も同 じ褒章 をいただ きましたが,
残念 にも受賞後数年で亡 くな りましたのでその分 まで
頑張 り,微 力ではございますが地域社会に貢献すべ く
努力す る所存でご ざいます.
現在 は誠にきび しい医療情勢であ り,ま た医療の大
変革の時代で もあ ります.地 域住民の価値感の多様化
によ り個の医療か らシステムの医療へ と,ま た医療資
源 も自然配分か ら計画配分が要求 されてお ります.私
達開業医 も診療所 に座 して患者を治療するという時代
か ら医師会員 とい う組織の ・員として地域社会に出て
保健,医 療,福 祉の連携 を目指 し互いの専門性 を生か
し弱点を補 うグループ活動によ り,更 に地域に密着 し
た保健医療活動が1丁能 と考えてお ります.
このような視点から,将 来にむけての開業医の在 り
方は如何にあるべ きか をあ らゆる角度か ら検討 し,後
進の 入達が もっている能力 を十分に発揮 し働 きやすい
環境づ くりを急がねばならないと思 ってい ます.
終 りにな りましたが,大 変結構 な記念品を神緑会よ
り贈 ㌦といただき恐縮 してお ります.私 の ・生の憶い出
の品 として大切にしたいと思 ってお ります.ど うか今
後共,一 層の御指導御鞭捷 の程,よ ろ しくお願い申 し
上げ ます.
朝 日社会福祉賞を受賞 して
兵庫県立総合 リハ ビリテーションセンター所長
中央病 院長
澤 村 誠 志
今 回,「地域 に密着 し
た リハ ビリテーシ ョンの
推進に尽 した功績」が評
価 され,1992年度の朝 日
社会福祉賞 をいただき,
身 に余 る光栄 と存 じま
す.今 回の受賞 には,戦
争犠牲者のシンボル的な
存在であるベ トナムの骨盤結合児の ドクちゃんに義足
を装着 した事 による国際貢献 も加味 してのことと存 じ
ますが,私の活動の基礎 を積重ねる事がで き,又,数々
の御指導 をいただいた神戸大学医学部の諸先生に心か
らお礼 を申上げたい と存 じます.
私が卒 業しました昭和30年には,「リハビリテーショ
ン」とい う言葉は整形外科講座で教育があ った ものの,
日本語 として認知されていなかった様に思われ ます.
当時の リハ ビリテーシ ョンには機能訓練 とか,後 療法
程度の とらえ方であ り,現 在の ように ノーマ ライゼ イ
シ ョンの理念に通ずる地域の中で障害をもつ人々や高
齢者が,ど の様に生 きがいをもって生活 してい くかを
ゴール とする社会づ くりを意味 したものではあ りませ
んで した.
私は,昭 和35年より県下の身体障害者(児)の 巡回
相談に参加 し,そ の リハビリテーシ ョンニーズの中か
ら現在の総合リハ ビリテーションセ ンターが実現いた
しました.また,県の保健衛生行政 との連携 との中で,
全国に先がけて兵庫県下の第2次 保健医療圏域 中に リ
ハ ビリテーシ ョン中核病院 を設jtaするとともに,総 合
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リハ ビリテーシ ョンセ ンターの整備 を行なってお りま
す.こ の中には,'全国で初 めての障害 をもつ人々や高
齢者の生活圏の拡大 を目指 した福祉のまちづ くり条例
の設定 と,こ れに伴 う福祉 のまちづ くり工学研究所の
設置 は,国 際的に も大 きく評価 されるべき事業 と自負
してお ります.
また,障 害をもつ人々が装着す る義肢とか装具の研
究開発 を通 じて,ISPO(国際義肢装具協会)の アジ
ア担当理事 を長年つ とめている中 に欧米の多 くの人々
との接点が出来ま した.そ して,各 国の地域ケアの現
状の把握の中でr兵 庫県における寝た きり老人0作 戦
の推進の責任 をつ とめる結果とな りました.
今回の受賞にあた り特に感ずる問題 は,過 去40年近
くの問 に,地 域 で懸命 に生活 されて いる障害 を もつ
人々やお年寄 りの生 き様か ら多 くの事 を学 んだことで
す.岩 村先生が,私 の教科書 はコ ミュニテ ィにあると
言われたことに全 く同感 してお ります.と 同時に,月
本の縮図といわれる兵庫県をフィール ドとして,歴 代
の知事 を初 め とす る行政機 関の御協力 ・・一御指導 を得
て,地 域 における リハ ビリテーシ ョンシステムの開発
のためにすばらしレ}汗をかかせZい ただいた事 を感謝
してお ります.こ れか らは家族 による介護 を前提 とす
る 日本型福祉社会 を視野に入れなが らも,介 護 を要す
る独居考人が地域社会での支援の中で,生 活 を糧続で
きることを念願 してお ります,
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